
 

 

 

 

 

 

 

 

Web 建設物価 Map サービス 

産廃経済比較機能 ご利用ガイド 
 

2025 年０５月版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人 建設物価調査会 

 

 

  



1 

 

内容 

産廃経済比較機能とは？ ............................................................................................ 2 
産廃経済比較機能 利用フロー .................................................................................... 3 
１ 産廃経済比較機能 メニューの解説 ......................................................................... 4 
２ マップを作成・登録する .......................................................................................... 5 

2-1 ひな型ファイルを利用して、マップを作成する .................................................... 5 
2-2 作成したマップを登録する .............................................................................. 6 
2-3 目的地（処理施設）の登録内容を変更する ......................................................... 7 

３ 目的地までのルートを検索する ............................................................................... 8 
3-1 マイマップを開く ............................................................................................ 8 
3-2 現場をスタート地点に設定する ........................................................................ 8 

4 経済比較機能を利用する ..................................................................................... 10 

4-1 走行ルート情報の確認 .................................................................................. 12 
4-2 積算条件１の設定 ......................................................................................... 14 
4-3 積算条件２の設定 ........................................................................................ 16 
4-4 算出結果の確認 ........................................................................................... 17 

4-5 週休２日補正係数について............................................................................ 19 

 
 
 

 

 
  



2 

 

産廃経済比較機能とは？ 
 
産廃経済比較機能は、施設ごとの産業廃棄物の処分費を一括で算出できる機能で、以下のような特徴

があります。 
 
 スタート地点（現場）から、走行距離で近い最大１００施設までの走行ルートを一括で検索できます。 
 オリジナルの産廃施設の地図を登録して、活用できます。 
 DID 地区の有無や走行距離も算出できます。 
 積算に必要な、走行距離や DID の有無については、取得したルート情報から自動で設定されます。 
 積算機能を搭載し、積算条件を設定するだけで、運搬費の積算が可能です。 
 積算に使用する単価も、任意に設定できます。 
 世界測地系、日本測地系の２つに対応しています。 

  



3 

 

産廃経済比較機能 利用フロー 
 
 
 
 
  

マップを作成・登録する 

産廃処理施設マイマップを開く 

スタート地点（現場）を指定 

経済比較機能を開く ＣＳＶファイルで出力 

走行ルートの検索条件を指定 
（初期設定：大型車、一般道路優先） 

積算条件の指定 

算出結果の 
確認・出力 

DID 地区 ON 設定 （地図右上） 

半径距離を設定   （地図左上） 
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１ 産廃経済比較機能 メニューの解説 
 
【産廃処理施設マイマップ】 
登録済みのマップ一覧から、マップを開きます。 
 
【走行ルートのファイル出力】 
最大１０0 地点までの走行ルートを CSV ファイルで出力します。 

 
【経済比較機能を開く】 
最大１０0 地点までの走行ルート情報を取り込んだ状態で、新しいタブ

で経済比較機能を開きます。 

 
【新規マップの EXCEL 取込み】 

ひな型を使って作成したマップ情報を取り込みます。 
 
【既存マップへの EXCEL 追加取り込み】 

開かれているマップに追加する形で、ひな型EXCELで作成したマップ

情報を取り込みます。 
 
【既存マップのＥＸＣＥＬ出力】 
表示中のマップの施設情報を出力します。 
 
【マップ削除】 
表示中のマップを削除します。（元に戻せません） 
 
【取込用ひな型ＥＸＣＥＬの出力】 
新規マップのＥＸＣＥＬ取り込みで利用するファイルを出力します。 
 
単一品目対応版：受入品目ごとに地図を作成して利用する場合に使用します。属性の設定が不要で、比

較的簡単に作成できます。 
複数品目対応版：複数の品目を１つの地図に登録したい場合に資料します。属性の設定が必要です。 
 
【積算基準・単価等について】 
本機能に搭載されている積算基準や単価についての説明を表示します。 
 
【産廃機能サンプルマップ】 
本機能をお試しでご利用いただくためのサンプルマップです。 
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２ マップを作成・登録する 

2-1 ひな型ファイルを利用して、マップを作成する 
 

ひな型 EXCEL ファイルを利用して、処理施設を一括で登録します。 

 

1. 「産廃経済比較機能」のメニューから 

「取り込みひな型 EXCEL（単一品目対応版）」 

「取り込みひな型 EXCEL（複数品目対応版）」 

のどちらかをクリックします。 

（単一品目対応版は、受入品目ごとに地図を分けて作成する場合、 

複数品目対応版は、１つの地図で複数の受入品目を設定する場合に使用し

ます。） 

さらに利用する測地系※に応じて、「世界測地系」と「日本測地系」から選択

します。 

 

2. クリック後、ファイルを保存するダイアログが表示されますので、任意のフォ

ルダを指定して「保存」をクリックします。 

保存されたファイルは圧縮されています。ファイルをエクスプローラーでダ

ブルクリックすると、２つのファイルが表示されます。 

 

登録用ファイル： 

excel_import_単一品目.xlsx または、 excel_import_複数品目.xlsx 

作成方法の解説およびサンプルデータ： 

地図の設定方法について_単一品目版.xlsx または、複数品目版.xlsx 

 

地図の登録方法についての詳細は、各ファイルの「地図情報」シートからご確認ください。 

 

■登録項目 

・施設名称、住所、施設コード、施設情報１（任意の情報）、施設情報２（任意の情報）、 

受入品目、受入料金、受入品目備考（単位や受入条件など品目ごとに設定）、リンク項目 1、リンク項

目２、緯度、経度 

 

※測地系による違いについて 

・座標（緯度経度）を利用して、目的地をプロットする場合、座標に応じたひな形をご利用ください。 

・住所でプロットする場合は、座標系による違いはありません。 
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2-2 作成したマップを登録する 
 

1. 作成した地図データを登録します。メニューから「新規マップの EXCEL 取込

み」を選択します。 

 

取り込みたいひな型ファイルを選択し、「取り込み開始」をクリックすると取り

込みを開始します。 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

登録内容に問題があった場合には、警告や失敗のカウント数が表示されま

す。取り込み結果ダウンロードでファイルを保存し、内容を確認してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 登録された地図は、「産廃施設マイマップ」に追加されます。 
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2-3 目的地（処理施設）の登録内容を変更する 
 
目的地に登録されている情報を変更・追加・削除します。 
 
 
1. 対象となる目的地を選択し、登録情報を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「削除」をクリックすると目的地が削除されます。 

「編集」をクリックすると、登録情報が表示されます。 

 

各項目を修正し、「保存」をクリックすると、修正内容が反映されます。 
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３ 目的地までのルートを検索する 
スタート地点（工事現場）から各処理施設までのルート情報を最大１００か所まで一括で取得できます。 
 

3-1 マイマップを開く 
登録済みのマップを開きます。 
1. 産廃経済比較機能メニューの「産廃処理施設マイマップ」の中から登録済みの

マップを選択して開きます。 
 

 
 
 
 

3-2 現場をスタート地点に設定する 
工事現場をスタート地点として指定し、各処理施設までのルートを検索します。 
 
1. スタート地点を設定する 

 

【地図上で指定する方法】 

・出発地に指定したい、地図上の任意の地点で右クリックします。 

・メニューが表示されたら「スタート地点に設定」をクリックします。 

 

 

 

【住所で指定する方法】 

・住所入力欄に、住所情報を入力します。 

・「住所検索」をクリックすると、指定された住所にメニューが表示されますので、「スタート地点に設

定」をクリックします。 
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3. スタート地点は、赤い丸で表示されます。  

  

 

・スタート地点から直線距離で近い 10 の処理施設は、近い順番の数字のアイコンで表示されます。 

・左側のリストから施設を選択すると、登録情報が地図上に表示されます。 

 

・スタート地点を中心として、赤い円が表示されます。この円に含まれる施設が、リストとして表示

されます。スライドを動かすことで、円の半径を変え

ることができます。 

 

 

（重要）  

円半径は直線距離（デフォルト値 40km）です。設定した半径距離内の処理場等が産廃経済比較

の 対象となりますので、算出対象となる積算基準の適用範囲運搬距離（実走行距離）を確認し半

径を 設定してください。 

 

 

・DID 地区を ON にすると、赤色で DID 地区が表示されます。 

ON にした状態でルート検索すると、DID 地区の走行距離や有無を含めて検索します。 

 

【DID 地区のデータについて】 

本サービスで使用している DID 地区のデータは、政府統計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ） 小地域＞国勢調

査＞2020 年人口集中地区（JGD2000）のデータを使用しています。 

参考：政府統計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ）（https://www.e-stat.go.jp/） 

https://www.e-stat.go.jp/


10 

 

 

４ 経済比較機能を利用する 
 
経済比較機能は、各処理施設までのルート情報を利用して、各処理施設の処分費を算出し、比較するた

めの機能です。 

 

メニューの「経済比較機能を開く」をクリックすると、各施設までのルートを一括

取得した後、経済比較機能が新しいタブで開きます。 

 

 

【DID の有無について】 

経済比較機能を利用する際は、DID 区間の有を設定後 「経済比較機能を開く」

をクリックします。 

 

処理開始ボタンをクリック  

自動的にルート検索 走行距離 DID 等を画面上に出力します。（次頁参照） 
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上記画面の右下にある【次へ：積算条件１の設定】をクリック  
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【重要事項】  

4-1 走行ルート情報の確認 
 

走行ルートの確認では、Map サービスから出力されたルート情報の確認と変更が可能です。 

あらかじめ出力した走行ルートの CSV ファイルを取り込んで利用することもできます。 

 

表示されている情報を修正・削除する必要がある場合 

距離等の修正方法について  

 

事例１ ： 個別修正について（近接道路から敷地内受入施設までの距離がある場合） 

①  ２点間距離計測機能にて 追加したい距離を計測する。 

(web 建設物価 Map サービス ご利用ガイドを参照) 

②   修正したい受入れ施設の行をクリック。その後、編集ボタンをクリック。   

詳細画面にて走行距離欄数値に２点間距離を足した距離に修正（直接入力）します。 

③  修正完了後 OK ボタンをクリック 

 

 
  

 

修正：直接入力修
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事例２ ： 一括修正について（仮設道路・管理用道路内の距離がある場合）  

①  ２点間距離計測機能にて 追加したい距離を計測する。 

 (web 建設物価 Map サービス ご利用ガイドを参照) 

②   走行距離の一括加算をクリックして展開表示する。「走行距離」と「DID 地区走行距離」に追加 

 したい距離を入力し、追加ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【注意事項】 

  当システムでは、本来ありえないケース（走行距離の追加なし、DID 地区走行距離の追加あり）でも

距離が一括加算されます。ご利用の際にはご注意ください。 

   

  間違えて修正加算（OK・追加をクリック）した場合、再度修正加算を行うと間違って加算した距離 

  をベースに再度加算されます。 

  修正方法（以下のいずれかを） 

①  一括修正は間違えた距離を同じ距離マイナスで入力後、修正加算距離を入力 

②  個別修正は、該当箇所を直接修正 

③  前画面に戻り 【産廃処理機能】からやり直し 
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4-2 積算条件 1 の設定 

 

１． 各条件を設定します。 

・積算基準 ： 積算基準の年度を指定します。 

・積上基準、施工パ基準 ： デフォルトの通常のままで進んでください。 

・使用単価 ： 積算で使用する単価を設定します。 

・週休２日補正 ： 週休２日の各種補正を設定します。 

・施工単価 ： 算出したい工種を選択状態にします。 

 

「積算基準・単価等について」をクリックすると、基準書の内容を確認できます。 
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■単価設定・登録について  

単価設定・登録をクリックすると、単価の追加・複製・編集・削除が実行できます。 

 

・追加 

【単価地域】 

本機能には、47 都道府県別（県庁所在地の都市）に建設物価

４月号の単価が収録されています。 

単価地域を選択すると、単価の初期値として設定されます。 

 

【登録単価名称】 

設定した単価の名称を設定できます。「年月・地域から名称を設定」をクリックすると、自動で名称

が設定されます。 

 

・複製 

登録済みの単価を選択し、複製をクリックします。 

必要に応じて、単価を編集し、確定をクリックすると新

たな単価として登録されます。 

 

 

 

・編集 

登録済みの単価を選択し、編集をクリックします。 

必要に応じて、単価を編集し、確定をクリックすると単価を変更して登録されます。 

・削除 

登録済みの単価を選択し、削除をクリックします。登録済みの単価が削除されます。 

 

 

 

■週休２日補正について 

各種基準および年度に対応した週休２日補正の項目が表示されますので、必要に応じて設定して

ください。 

（各種基準における補正係数については、P19 をご覧ください） 
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4-3 積算条件２の設定 
 

1. 各条件を設定します。設定が終わったら、「次へ：算出結果の確認」をクリックします。 

・各工種に必要な条件を選択していきます。 

・DID 区間の有無、運搬距離は、Map サービスから出力されたルート情報から自動で設定さ  

れます。 
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4-4 算出結果の確認 
 

1. 算出結果を表示します。 

・エラーがある場合は、最右欄に表示されます。（使用単価および積算条件に問題がある場合） 

・条件を変更したい場合は、「条件 1 を変更」「条件 2 を変更」「前へ：積算条件 2 の設定」のい

ずれかをクリックします。 

・Excel ファイル出力をクリックすると、算出結果を出力できます。 
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【Excel ファイル出力結果】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積算条件区分の運搬距

離が表示されます算条
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4-5 週休２日補正係数について 
 

当システムでは各種基準ごとに以下の係数にて算出されます。 
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